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 まだまだ夏のような暑さが続いていますが、一日の気温差が大きくなり、日没も日ごとに早く

なって、秋の深まりを感じます。 

 この時期は体調を崩しやすい時期でもあります。気温差や空気の乾燥でかぜをひいている人や、

夏の疲れが出て食欲不振や全身の倦怠感などを訴える人も多くなっています。 

 うがい・手洗いを励行する、食事をきちんと取る、からだをしっかり動かす、水分をこまめに

取る、よく笑う、早めに布団に入りゆっくり眠る、など日々の生活習慣を整えましょうね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  これらはすべて、交通ルール違反。重大事故につながるたいへん危険な行為です！ 

  自転車事故によって高額の賠償請求訴訟が起こされるケースもあります。 

  今後の人生に関わることになるので、絶対にやめましょう。 

 

 

 

 

 

 ９月２６日（水）は体育大会です。 

 お天気によって、熱中症を心配しなければならなかったり、低体温症を心配しなければならな

かったり、いろいろ考えています･･･。そのほかにも、擦り傷や捻挫、肉離れや筋肉痛などなど、

外傷の心配もしています。 

 特に、１学期で運動部を引退し、その後あまり運動をしていないような方々は要注意です。 

運動部で活動していたときと同じイメージでやると、けがをしたり体調を崩したりしやすいので

す。からだと気持ちのギャップが大きくなっているため、「やれる！！」気持ちでやってしまうと

からだがついて行かないために「あれれ･･･」といった事態になってしまいます。 

 けがや体調不良の予防のためにも、体育大会までにからだの準備を整えておいてくださいね。 

 

 

 

よく見かけます！ 

   


